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業務システム構築基盤
SystemDirector Enterprise のご紹介
日本電気株式会社

本資料ではSystemDirector Enterprise for Java (オンライン)をfor Java (オンライン)、SystemDirector Enterprise for Java (バッチ)をfor Java (バッチ)、SystemDirector Enterprise 
for Java (モダナイゼーション)をfor Java (モダナイゼーション) 、SystemDirector Enterprise for C Batchをfor C Batchと略します
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市場を取り巻く環境の変化や、デジタル技術・ICT技術の進化への対応力が、

ビジネスの成否に大きな影響を及ぼす

1.1 DX時代にソフトウェアエンジニアリングが求められる背景

状況変化のスピードに、迅速かつ柔軟に対応するために、

開発のプロセス・基盤の見直しが必要

マーケットの変化
顧客の嗜好の変化
ニーズの多様化
競合他社の動向

ソーシャルメディアの普及

経済情勢の変化
為替の変動
金利の変動
景気動向

自社の変化
経営方針

人的リソース
業績

グローバル化に伴う変化
政治情勢

新興国の台頭
政府政策の変更

技術の変化
HWの価格性能比の改善

IoTの進展
ビッグデータ
クラウド

AI

環境問題に関する変化
気候変動
資源枯渇
省エネ
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1.2 ソフトウェアエンジニアリング視点で必要なアプローチ

探索的
アプローチ

新技術

価値創造

継続的な仮説検証
サイクルの実施

企業内部と外部の
アイデアを有機的統合

先進の技術・
最新のサービス活用

リーンスタートアップ、アジャイル、

UX/デザイン思考、共創

オープンサービスイノベーション、
オープンAPI、
クラウドネイティブ

IoT、AI、アナリティクス、
クラウド、コンテナ、
サイバーセキュリティ、OSS
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各機能が疎結合で構成され、柔軟性のあるアーキテクチャが主流となる

1.3 新しいAPアーキテクチャー

マイクロサービス
/コンテナ

Queue

既存システム
基幹システム

連携

サービス連携/
OpenAPI

API
Gateway

API
Gateway

コンテナ管理・運用監視
顔認識基盤サービス
NeoFace Cloud

スマホ/
タブレット

高度なUI 変化への対応力 内外の連携性
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NECグループ標準の業務システム向け統合開発環境

開発方法論、開発環境、サポートサービスにより、効率的なシステム構築をサポート

1.4 SystemDirector Enterpriseのコンセプト

◇開発環境 （何を作るか、どうやって作るのか）

- 業界標準アーキテクチャを採用したフレームワーク
- 開発効率を向上する開発ツールの提供

◇サポートサービス （どのように利用するか）

- システム構築をさまざまな形でサポート
- トータル10年間のソフトウェア製品サポートを提供

◇開発方法論 （誰が、いつ、何をするのか）
- 概説書、手順書、ガイド、ドキュメントサンプル集
- 各工程の作業手順をサポート

先端技術の活用
・開発環境で取り込み

ガイドも添えて提供

サポート提供
・専任の技術サポート部隊を

用意
・長期サポート保証

生産性の向上
・開発方法論で標準作業の効率化
・開発環境で生産性向上

開発環境

開発方法論

サポートサービス
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SoR／SoE開発を標準化する開発プロセスを中心に

各種手順書、ガイド、ドキュメントサンプルなど豊富なコンテンツを提供

1.5 SystemDirector Enterprise 開発方法論

- 作業をアクティビティ、タスクで階層化
- タスク毎の成果物を定義

フェーズ毎の
アクティビティ・タスク一覧

設計・実装ツール群と
有機的にリンク

SI現場の成功・失敗ノウハウを実践的な開発プロセスに結集
SIに必要な「いつ・誰が・何を・どうやって」を漏れなく重複なく体系化

開発プロセス

手順書 ドキュメントサンプル

記述内容や記述レベルを
具体例で指南

フェーズ
(いつ)

アクティビティ/タスク
(どうやって)

成果物
(何を)

ロ
ー
ル

（
誰
が
）

運用や海外活用などの
重要ノウハウをガイド化

ガイド
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モダナイゼーションのBeforeからAfterまで一貫したサポートを提供。さらに、クラ

ウド提供CI/CDパイプラインやOSSとの連携を強化し、SoE開発をフルサポート

1.6 SystemDirector Enterprise 開発環境

クラウド

マイクロ
サービス

API Gateway

PC / スマデバ

マイクロ
サービス

マイクロ
サービス

クラウド

マイクロ
サービス

PC / スマデバ

非同期
Queue

UI(SPA)

AIエンジン

エンド
ポイント

内部API

外部API

データベース

非同期呼び出し
レイアウト

(HTML5,CSS)

OpenAPI

SoR型の既存システム

REST API
既存

ビジネス
ロジック

UI
ビジネス
ロジック

他ベンダの
アプリ

バッチ処理
バッチ処理

バッチ処理

バッチ処理
バッチ処理

バッチ処理

for Java (オンライン)/
ﾘｱﾙﾀｲﾑ開発ﾃﾞｻﾞｲﾅ

for Java (モダナイゼー
ション)/
資産分析

for Java (バッチ)/
ﾊﾞｯﾁAP開発

for Java (モダナイゼー
ション)

ｵﾌﾟｼｮﾝ機能

クラウド提供DevOpsツールパイプライン

DX化をサポートする
SystemDirector Enterprise製品群

for Java (バッチ)/
実行環境

for Java (オンライン)/
部品ﾗｲﾌﾞﾗﾘ

for Java (オンライン)/
実行環境



第２章 開発方法論
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開発プロセスに従った手順書、ドキュメントサンプルなどを提供します。

2.1 概要

- 作業をアクティビティ、タスクで階層化
- タスク毎の成果物を定義

フェーズ毎の
アクティビティ・タスク一覧

設計・実装ツール群と
有機的にリンク

SI現場の成功・失敗ノウハウを実践的な開発プロセスに結集
SIに必要な「いつ・誰が・何を・どうやって」を漏れなく重複なく体系化

開発プロセス

手順書 ドキュメントサンプル

記述内容や記述レベルを
具体例で指南

フェーズ
(いつ)

アクティビティ/タスク
(どうやって)

成果物
(何を)

ロ
ー
ル

（
誰
が
）

運用や海外活用などの
重要ノウハウをガイド化

ガイド
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役割を意識した、手順、成果物、規約などを体系的に定義します。

2.2 一般的な開発方法論との違い

SystemDirector Enterprise開発方法論は、オープン環境における業務システム開発をターゲットとして、ソフトウェアライ
フサイクルプロセス（ＳＬＣＰ）における「要件定義」「外部設計」「内部設計」「製造・単体テスト」「結合テスト」
「総合テスト」「移行」の一連の開発プロセスを中心に、役割（ロール）ごとの作業手順、成果物（ドキュメント）、作業
規約を体系的に定めた開発方法論です。

▐ 一般的に開発方法論は、以下の3つで構成されます。
⚫ オブジェクト指向やデータ中心アプローチなどの具体的な開発手法やツール類を定めた「開発技法」
⚫ 開発をどのような手順で進めるかを定めた「開発プロセス」
⚫ プロジェクトマネジメント手法
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業界標準に準拠した体系をサポートします。

2.3 共通フレーム対応

▐ 本開発方法論で定義しているフェーズは、業界標準（共通フレーム2013：SLCP-JCF2013）に沿った体系と
なっています。本開発方法論は、共通フレーム2013の要件定義・開発プロセスをサポートしております。
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「フロントローディング」とは？

開発の後半で発生する問題を未然に防ぐことを目的に、開発初期でやるべきことを正しく行い品質を作りこむ手法

開発の前半で品質を作りこむ手法を取り入れています。

2.4 フロントローディング

移行

後半の工程での障害を低減前半の工程で品質を作りこみ

現状

フロント
ローディング

業務単位
での要件確認

外部設計

単体テスト

製造

内部設計

要件定義

③データ準備

①シナリオによる
要件確認

開発

基本設計

機能設計

④テスト計画
シナリオ作成

②先行開発

⑤性能
先行評価

結合テスト

総合テスト

テスト方針
シナリオ検討

データ準備

性能評価

製造・単体テスト



第３章 開発環境
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開発ツール（Java (オンライン)/.NET/Smart Device/Java (バッチ)）

開発方法論が定義する開発プロセスの作業を効率化するための機能を提供します。
ツールは、要件定義から製造・単体テストまでをカバーします。

3.1 提供機能のポイント

特長① 業務に依存しない汎用機能をフレームワークや部品として提供

特長② 作業効率化を実現する開発ツールの提供

テスト
支援ツール

ジェネレータ
プログラミング環境
コーディング支援

外部設計 内部設計 製造・単体テスト

統合開発環境（Eclipse/Visual Studioなど）によるオペレーションの集約

機能設計
支援

詳細設計
支援

フレームワーク

・・・その他、対象APに応じたラインナップを整備

セキュリティ対応

画面制御 例外処理

ログ出力

部品

・・・その他、対象APに応じたラインナップを整備

セキュリティ対応

画面UI バリデーション

文字列書式操作
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デファクトスタンダードな標準技術をベースとしたモデルを提供

3.1.1 標準アプリケーションモデル

AP層 DB層PR層

Smart Device

Java (オンライン)

バ
ッ
チ

Java (バッチ)

C Batch

JDBC
POJO

jBatch

for C Batch 
Framework Oracle Call Interface

オ
ン
ラ
イ
ン

JSF拡張

製品分類

MyBatis拡張Spring拡張

※各線の接続はツールかガイドで提供

サーバサイド

REST Interface

クライアント

クライアント層

.NET FrameworkWindows Form

Web Form.NET

HTML5拡張

HTML5拡張

HTML5拡張

REST Interface



© NEC Corporation 2024 18

デファクトとなっているJavaフレームワークをベースに独自拡張を提供。推奨ア
プリケーションモデルや部品群、開発ツールを用意することで、効率的なWebア
プリケーション開発を支援します。

3.2 SystemDirector Enterprise for Java (オンライン)

フレームワーク開発ツール

⚫ 外部設計・内部設計を支援する設計エディタを提供。
⚫ ジェネレート機構で自動化し、実装と設計情報の乖離

を防止

⚫ デファクトスタンダードなJavaフレームワークを
ベースに独自拡張し、業務システムで不可欠な共
通機能を提供。

⚫ SystemDirector Enterprise推奨のアーキテクチャ
モデルを提供することで、アーキテクチャ検討、
新技術習得などのコストやリスクを低減。

回帰テスト
ツール

静的解析

ジェネレータ

ビルドツール

プログラミング
環境

外部設計 内部設計 製造・単体テスト

Eclipseによるオペレーションの集約画面遷移
エディタ

コンポーネント
エディタ

OSSを利用

画面
エディタ PR層 AP層 DB層

JSF拡張 Spring拡張 MyBatis拡張

SystemDirector
Enterpriseで提供
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SystemDirector Enterpriseでは、仕様が揺れやすい画面要件の確定にアジャイル開発を適用し、
ビジネスロジックはウォータフォール型で進めるハイブリッド開発プロセスの開発を支援します。
お客様と画面を共有し対話しながら画面UI部分の作り込みを行い、その場でコードを生成するリ
アルタイム開発デザイナーを提供します。

3.2 SystemDirector Enterprise for Java (オンライン)（補足.リアルタイム開発）

ウォーターフォール開発

画面設計

ソース/設計書生成

ユーザ受入テスト

ビジネスロジック設計

製造・単体テスト

結合テストユーザ受入テスト

DB部品生成

要
件
定
義

総
合
テ
ス
ト

ユ
ー
ザ
受
入
テ
ス
ト

開発サイクル③
ビジネスロジック開発

アジャイル開発 アジャイル開発

開発サイクル②
DB、外部I/F等外部仕様の確定

開発サイクル①
画面要件の確定

内部設計
データ

ソース
コード

ジェネレータリアルタイム開発デザイナーお客様
開発者

ビジネスロジック

検証データ

Point2: 自動生成Point1: 画面設計
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SystemDirector Enterprise開発方法論に準拠した.NETアプリケーション開発を支援。通常のVisual Studio+.NET 

Frameworkによる開発方式をそのままに、開発を効率化するための、開発ツールやフレームワークを提供。

3.3 SystemDirector Enterprise for .NET

フレームワーク開発ツール

⚫ Visual Studioをベースに、開発効率化する設計書
テンプレートやジェネレータを整備

⚫ 多くの開発者が使い慣れているVisual Studio標準
のコーディング方式やテスト手法をそのまま活用。

⚫ Microsoft社ガイドライン「AAG2.0」に準拠したマ
ルチレイヤ構成を採用し、多様なクライアント形態
をサポート。

⚫ 業務システムで不可欠な共通機能（画面遷移制御、
トランザクション制御など）をフレームワークとし
て提供。

回帰テスト
ツール

静的解析

ジェネレータ

コーディング支援

プログラミング
環境

Visual Studioによる
オペレーションの集約

機能設計書
テンプレート

（Excel）

詳細設計書
テンプレート

（Excel）

Visual Studioを
利用

Webアプリケーション
(Web Forms、

ASP.NET MVC)

UIC

BC DAC DBMS
Windowsクライアント
アプリケーション
(Windowsフォーム)

共通化

SI

スマートデバイス
アプリケーション
(iOS,Android)

SI

SystemDirector Enterpriseで
提供

外部設計 内部設計 製造・単体テスト
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Webアプリケーションの「マルチプラットフォーム」と、ネイティブアプリケー

ションの「デバイス制御」を兼ね備えた、ハイブリッドアプリケーション開発を支援

3.4 SystemDirector Enterprise for Smart Device

フレームワーク開発ツール

⚫ 上流から下流まで一貫したツール群
⚫ ジェネレート機構で自動化し、実装と設計情報の乖離

も防止

⚫ ハイブリッドアプリケーションを実現するための
JavaScript⇔ネイティブ連携フレームワークを提供

⚫ 利用頻度の高い機能（画面制御基板、オフライン対
応など）をJavaScriptフレームワークとして提供

画面
【HTML5/
JavaScript】

デバイス制御
【Native】

連携
【SystemDirector
Enterpriseフレーム
ワーク】

各ベンダの
開発環境を利用

開発ツールや
汎用ライブラリを提供

Webからデバイス制御
するフレームワークを提供

Windows iOS Android

回帰テスト
ツール
(QUnit)

JavaScript
静的解析

（JSLint）

ジェネレータ

JavaScript
コーディング支援

（JSDT）

プログラミング
環境

Eclipse/Visual Studioによる
オペレーションの集約

機能設計書
テンプレート

（Excel）

詳細設計書
テンプレート

（Excel）

OSSを利用
SystemDirector Enterpriseで

提供

外部設計 内部設計 製造・単体テスト
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開発手順をベースに、各開発工程で開発環境（各種ツール群）が
バッチシステム開発をサポートします。

3.5 SystemDirector Enterprise for Java (バッチ)

外部設計 内部設計 製造 テスト 保守

レイアウト情
報をIMPORT

出力編集仕様
をIMPORT

ファイル
仕様書

統合開発環境
（for Java (バッチ) Studio）

エディタ・ソースジェネレータ
(for Java (バッチ) Client)

ジョブステップ
ソースコード

機能
設計書

ジョブ
仕様書

テスト
データ

単体テスト
仕様書ジョブ

csh

表
仕様書

内部
設計書

起動

リポジトリ管理機能（ＣＲＵＤ検索等）

ファイル定義
lib

自動生成

作成支援

：雛形提供 ：自動生成 ：設計情報の連携
ランタイムライブラリ

(for Java (バッチ) Runtime/Framework
/In-Memory Option)

参照

: for Java (バッチ)製品

呼出

：生成ソース ：生成文書
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業務アプリケーション資産の可視化／診断機能を提供し、アプリ
ケーション保守やモダナイゼーションの効率化を支援

3.6 SystemDirector Enterprise for Java (モダナイゼーション)

業務A

業務B

肥大化
→ﾃｽﾄｺｽﾄ増

劣化・冗長化
→品質ﾘｽｸ増

ﾌﾞﾗｯｸﾎﾞｯｸｽ化
→調査ｺｽﾄ増

属人化
→要員ｺｽﾄ増

AP保守・再構築における課題 お客様へのソリューション（製品の提供機能）

SystemDirector Enterprise
for Java (モダナイゼーション)

ﾘﾎﾟｼﾞﾄﾘ

現行システム

資産診断機能

資産可視化機能

ブラックボックス化・
肥大化したソースコード
(COBOL, Holon, Java・・)

資産一覧・
稼働資産
レポート

分析業務AP ﾘﾊﾞｰｽ

リポジトリへ既存システムのAP資産仕様や資産間の関係情報を蓄積し、
AP保守・再構築を効率する様々な分析・診断機能をご提供お客様

出力

構造分析
レポート

影響波及・
類似資産など
診断レポート

資産棚卸機能



第４章 サポートサービス
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◆ 基本サービスに含まれないものでも、ご要望があれば調整可能です。

◼ 例）SystemDirector Enterpriseを新規に導入する場合の環境構築／プロジェクト立ち上げ教育といった導入支援

◼ 例）お客様専用窓口の設置によるホットラインサポート（メールに加えて、電話・現地での問い合わせ対応なども実施）

サービスメニュー として、以下のサービスを提供します。お客様のご要望に応じて

内容を組み立てさせていただくことも可能です。

4.1 サポートメニュー

(最新から２バージョン前になった時点から)
５年間：標準サポート

３年間：
延長サポート

２年間：
限定サポート

トータル１０年間＋αのサポートを保証

システム安定稼動までは標準サポート サポート内容を限定 特定ユーザ

レスポンスサービス
電子メールでの問い合わせ対応

電子メールでの問い合わせ
対応

電子メールでの問い合
わせ対応

バージョンアップサービス
バージョンアップ申請を受け付けての対応

バージョンアップ申請を受
け付けての対応

バージョンアップ申請
を受け付けての対応

リビジョンアップサービス
（障害パッチ提供） フル提供

障害は既存パッチのみ。ク
リティカル、セキュリティ

関係は新規対応

障害は既存パッチのみ。
新規パッチは別途有償



© NEC Corporation 202426

4.2 教育メニュー

Java (オンライン) .NET Smart Device

前
提
コ
ー
ス

◆ 現在、定期開催されているコースはございませんが、ご要望いただければ時期・内容・場所など
含めて開催調整させていただきます。お気軽にご相談ください。

◆ なお、SystemDirector Enterpriseのベースとなっている一般知識は前提となります。前提知識を
習得するための教育コースもございますので、合わせてご検討ください。

◆ SystemDirector Enterpriseの全体像が把握できる研修メニューを、NECマネジメントパートナー

のラーニング事業と連携して提供します。ニーズに合わせたカスタマイズメイド教育として実施

します。

JavaによるWebアプリケーション開発1
－サーブレット・JSP－

Javaによるデータベースアクセス

Javaプログラミング基礎
（入門、基礎1、基礎2）

Visual Studio による
Windowsプログラミング

Webアプリケーション開発入門
（ASP.NET編）

ＮＥＣマネジメントパートナー ラーニング事業サイト
https://www.neclearning.jp/

HTML5/CSS3基礎

JavaScriptプログラミング



第５章 導入事例
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導入事例 開発規模

非鉄製造会社向けシステム 約１０ＫＬ

外食統合バックエンド基幹システム 約５００ＫＬ

電気業社基幹システム 約８５０ＫＬ

製造会社基幹システム 約３，０００ＫＬ

食品製造会社基幹システム 約５８０ＫＬ

小売店店舗システム 約４，１００ＫＬ

NEC製基幹業務パッケージ 約２，０００ＫＬ

商社販社向けシステム 約２８０ＫＬ

様々な業種、様々な規模でご活用いただいています

5.1 オンラインシステム開発基盤の導入事例
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導入事例 開発本数

スーパーPOSシステム 約７５０本

地方銀行基幹系システム 約２、０００本

自動車リース系システム 約３、５００本

商社系EDIシステム 約６００本

半導体グローバル生産管理システム 約１、０００本

コンビニ店舗本部システム 約１、５００本

外食商品管理システム 約５５０本

流通業基幹システム 約１、６００本

様々な業種、様々な規模でご活用いただいています。

5.2 バッチシステム開発基盤の導入事例
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⚫ 2023年度は217件の案件に適用
⚫ 販売開始から18年で累積2,923件のプロジェクトで採用

5.3 導入実績推移
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お問い合わせ先

ご購入前のお問い合わせ

SystemDirector ご相談窓口

Eメール contact@systemdirector.jp.nec.com

SystemDirector Enterprise サポート窓口では
業務システム構築基盤に関する様々なご質問やご相談に
お応えします。例えば・・・

新しい技術をどのように適用すれば良いか
業務アプリケーションの開発や保守を効率化するにはどうしたら良いか
既存資産をどう活用したら良いか

などお気軽にご相談ください
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▌SystemDirector Enterprise, NeoFace, WebOTX は日本電気株式会社の登録商標です。

▌Windows, Windows Server, Excel, SQL Server, Visual Studio, .NET Framework, Internet Explorer, Microsoft Edge は
Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。 また、Windows の正式名称は Microsoft 
Windows Operating System です。

▌Oracle, Java, JavaScript, JDK, WebLogicは、Oracle Corporationおよびその子会社、関連会社の米国およびその他の国
における商標または登録商標です。

▌Eclipseは Eclipse Foundation, Inc. の米国およびその他の国における登録商標です。

▌Android は Google LLC の商標です。

▌ iPad, Mac OSは、米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。

▌ iOSは、米国Ciscoのライセンスに基づき使用されています。

▌Tomcat は、Apache Software Foundation の登録商標または商標です。

▌Docker は、Docker Inc. の米国およびその他の国における登録商標もしくは商標です。

▌PostgreSQL はPostgreSQL の米国およびその他の国における登録商標もしくは商標です。

▌ Linux はLinus Torvalds 氏の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

▌Red Hat Enterprise Linuxは、米国およびその他の国における Red Hat, Inc. の登録商標です。

▌Amazon Web Services, “Powered by Amazon Web Services”ロゴ、その他のAWS商標はAmazon.com, Inc.の米国およ
びその他の国における登録商標です。

▌その他、記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。
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